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＜病棟連絡事項＞
・本日定期心電図実施しています。
・退院時の通院先については紹介先に戻すか、当院でフォローかは主治医に都度確認して下さい。
・SST集団体制となって1ヶ月経過します。体制見直し必要か評価検討していきましょう。

・病棟勉強会各自作成し、担当月で実施できるように計画的に進めていきましょう。
・外部発注は手数料660円（各店舗ごと）+商品1個につき10円になります。周知していきましょう。
＜ベッドコントロール＞

・兼田　順子様～6/30以降で東病棟より転入予定。
・井上　哲也様～週明け北病棟へ転出予定。
・古舘　正行様～7/9　9：00ひまわりの家に退院予定。
＜患者様連絡事項＞
・川村　貞子様～日赤受診日6/30　11：00で予約となっています。当日スタッフ付き添い外出予定です。6/30デポ剤予定していた為、帰院後に東病棟転出か7/1にデポ剤調整するかは当日主治医に確認し、東管理者へ相談していきましょう。
・鈴木　達也様～母様より主治医面談7/8 16:00で希望あります。鈴木達也様同席に関しては数日間検討し再度連絡いただく予定です。主治医には面談日報告済です。
・古舘　正行様～退院日7/9　9：00ひまわり入所予定。迎えは施設スタッフ予定。ケア会議は7/5　14：00で調整中。初外来日決定した際は施設に連絡をお願いします。退院時サマリーも希望ありました。
・山本　久美子様～疼痛時カロナール（200）7回分処方。
・風張　久美子様～ルーター返却の為、PSW付き添い外出していますが急に走り出す行為あり安全面を考慮し急遽帰院しています。詳細は記録参照。主治医にも情報提供しています。
・東野　愛様～今後について家族・PSWで面談をしています。詳細記録参照。
・十日市　由紀子様～弟様が代理受診し処方薬あり。市民HPからの診療情報提供書まだ届いておらず、インスリン注、単位が変更となる為届き次第先生より指示もらって下さい。
＜要注目患者様ケース検討＞
・田名部　幸子様～昨準から早朝にかけて下痢症状により強迫観念が強く、スタッフ介助にてリハビリパンツ交換行っています。日課へも支障きたしているため、必要時声掛け介入していきましょう。

・川村　享様～深夜帯より不眠で経過し、嗜好品希望きかれ対応しています。日中傾眠傾向にあります。覚醒を促していきましょう。

・古舘　正行様～1：30より覚醒し、間食・たばこの要求聞かれ詰所張り付き見られています。易怒性はありませんが適宜介入していきましょう。
・大平　香奈様～昨準感情失禁あり頓服服用するも落ち着かず暴れる様子ありました。日中は症状なく経過していますが、気分変動・粗暴行為に注意していきましょう。
・十日市　由紀子様～下痢症状訴え持続していますが、昼には症状軽減しています。薬剤調整もしている為、経過みていきましょう。
・川村　貞子様～チラシみて服購入希望きかれています。退院前訪問時大量にあり衣類はあり購入不要であること説明していますが、理解得られず。計画相談から連絡が入り、服が売れ切れだと伝えたほうが本人納得しやすいと助言あり本人にもお伝えし了承しています。退院前訪問時家に侵入されているといった妄想言動も聞かれているため、言動に注意し記録に残していきましょう。
・野坂　翔様～ゲーム機使用許可あると訴え、ゲーム機希望きかれています。ゲーム売る予定、急いでクリアしたいから出してほしいとの事。担当看護師と使用時のルールについて検討してからのお渡しになる事説明しています。
＜柞木田Dr.患者様診察情報＞

・伊藤　宏美様～6/25青陽館の見学と体験利用行っており初めは緊張もあったのか表情の硬さや素っ気なさあるが最後には笑顔で感想述べられていたこと、退院前共同指導は6/30　13：00～14：00で調整済であること、昨日酒歴発表行い感情失禁見られていたこと、気分の波はあるが概ね落ち着いて過ごされていることを情報提供行う。

あと1回外泊訓練して夫様の評価が良ければ退院可とするが夫様が　外泊不要で退院させるというのであればそれでも可とのことであった。
退院前に主治医面談実施予定。日程調整行うよう指示あり。
青陽館と訪問看護の調整を急ぐよう指示あり。

身体科受診について労災病院へ紹介状作成予定とのこと。

アルコール依存症治療プログラムについて取り組んでみてどうであったか問われると「字に書いてみると違いますね」と頷きながら話されているが、何が違うのか問われると「終わってんなーと思いました」と抽象的。
・十日市　由紀子様～昨日東病棟より転入となっており、夜間は良眠であるが下痢に関した訴え聞かれており整腸剤も効かず吹き出るように出てしまうと話されていること、25日に市民Hp受診しインスリンの種類や単位数は診療情報提供書届き次第主治医へ確認させて頂くことを情報提供行う。

診療情報提供書は主治医の元へも届いていないとのことであり、診療情報提供書が届かない限り現在の指示しか出せないとのことで現時点では現行のインスリン指示を継続とのことであった。下痢に関しては29日～トリンテリックス除剤するよう指示あり（悪性症候群リスクを考慮し急には中止に出来ないとのこと）。下痢に対してポリフル500㎎2錠朝夕食後に追加処方となる。
30日採血予定。
・豊田 建世様～依存的言動や執拗な確認行為ないこと、食後嘔吐もなく過ごされていたことを情報提供行う。
診察中も本人は落ち着いて受け答えできている。
施設に早く戻れるよう調整急ぐよう指示あり。
・風張 久美子様～スタッフをちゃん付けで呼んだり買い物について執拗な訴えあったりとやや落ち着かない場面もあるが概ね落ち着いて過ごされていること、本日13時～15時30分でPSWと外出行っていることを情報提供行う。また外出時突然走り出したり、電柱にぶつかりそうになったり、バスの降車場所を間違う等の行動があり外出目的は果たせなかったことも情報提供行う。診察中、流涙する場面あり。外出はしばらくしないよう伝えられている。夏発作を起こしやすいため、脱水気を付けるよう伝えられ頷かれている。成年後見制度の書類作成済と主治医より。裁判所の判定待ちであるとのこと。
・岩間 史隆～本人は落ち着いて過ごされていること、今後について両親として施設入所を考えていたこと、ケアマネも自宅に戻さない方が良いと考えていたとお話しがあったこと、ケアマネより現在要介護3であり有料老人ホームであれば空き次第でスムーズに入れるであろうこと、白山台やすらぎ館であれば受け入れできそうではあるが利用者の年齢層と本人がかけ離れているため意向確認が必要であるとお話しがあったことを情報提供行う。診察中落ち着いているが、施設入所の話しが出るとやや表情険しくなっている。
また何か進展あればお知らせすることを主治医より伝えられると頷かれている。
＜病棟事業取組状況確認＞
・退院支援パス～パス作成しSGMに確認依頼中です。
・園芸療法～収穫できる時期になり、患者様の参加率が上がっています。今後も参加促

していきましょう。
・学術～対象患者様参加促し、月一回評価していきましょう。
＜倫理カンファレンス＞

	事例
	消灯後、来詰あり「夕食の時に男の人に悪口言われてそれが気になって
眠れない。頓服薬を飲んだ方がいいのかな」と相談があった。詳細を確
認すると夕食時に隣席していた男性患者達の会話が気になったこと、会
話内容は聞き取れなかったが悪口を言っていたと話している。具体的な
内容がわからない時点で悪口を言われていたとは限らないことを伝える
と「そうですね、ただ普通に話をしていただけかもしれないですもんね」
と表情明るく返答している。気にしていたことが解決したのであれば、
頓服薬の必要性は感じられないことを伝え、改めてどうするかを確認す
ると「そうですね、すっきりしましたしそのまま寝てみますね」と返答、
自室へ戻っている。以降来詰なく良眠。

	良い結果
	自身の不安な感情を薬に頼らず解決し服薬に至らなかった。薬に関して
は副作用もある為、頼らず解決できたのが良かったと考える。

	該当する
倫理指針
	善行、無危害、自己決定の尊重

善行：不安な感情への対処として頓服薬などの解決策はあるが、副作用
等のデメリットも考えると使用せずに解決出来れば身体への負担はなく最善であると思われる。

無危害：服薬による副作用という危害が及ぶのを防ぐことが出来たと考
える。

自己決定の尊重：客観的な視点・見解を伝えた上で、服薬するかに関し
て最終的な判断を当人に委ねた。


	事例
	過去に自傷行為、離院に繋がる行動、ルールを順守しない逸脱行動など様々
問題行動が認められていた患者様について。
現在は精神症状や上記行動は見られず概ね落ち着いてはいるものの、日々の見守り強化や統一した対応は必要な方である。患者様より屋外散歩の希望あり、経過から考えると、屋外散歩は許可せず控えてもらう方が安全であったかと思うが、日頃の作業療法への取り組みや、患者様の強い希望、現状の精神症状を総合的に評価し、【主治医への許可をとる】【屋外活動時は男性スタッフをつけ緊急時に対応できるようにする】といった対応にすることとした。

	良い結果
	屋外散歩に数回参加することが出来、参加したことで
【欲求の充足】【衝動の発散】【楽しむ体験】【達成感の獲得】【集団への適応
的参加】などの作業療法介入効果が期待でき、日頃の看護・介護スタッフの
関りもあり、現在は問題行動なく生活できている。

	該当する
倫理指針
	人権尊重
善行

患者の症状や病状にあった治療法があれば、でき得る最良の治療を提供し、
医療者は様々な案を講ずる必要がある。
屋外活動が厳しい可能性がある患者様だったが、条件をこちらで設定し安全に活動できる環境を提供した事で、活動に取り組む事が出来た。また、やりたいことを叶えられるようにしたことで、今行動化なく生活できていると思う。


